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とは

とは、 のよう

なオンラインコミュニケーションツールの一つ

である。私は「反転授業の研究」 グ

ループで行われていた月１回のオンライン勉強

会で、初めて を体験した。

には、登壇者のコンピューターのファ

イルや動画を画面共有したり、ホワイトボード

に全員で同時に書き込んだり、チャットを使っ

て、発表を聴きながら視聴者同士で情報共有し

たり、さらには数人ずつの小グループに分かれ

てディスカッションした後にまた全員で集まっ

て各グループの話し合いの内容を全体で共有す

る、など、便利な機能があり感銘を受けた。１

度に１００名まで参加でき、パソコンの場合、

１画面に２５人の顔が映し出される。チャット

やホワイトボードの内容を保存することもでき

るし、会議全体を録画することも可能だ。その

上、データが軽いため接続が安定している。

2.授業内外でのこれまでの活動
 を使っての私のこれまでの取り組みをあ

げてみる。

①まず、録画機能を使った教材作りである。

は会議ツールであるが、一人でログイン

して画面共有しながら解説し、それを録画する

ことで簡単に動画教材を作成することができる。

録画内容は、 の自分のチャンネルに

アップロードして限定公開にしておくことで、

あとで学生に を配布して視聴させることが

できる。

動画で解説することで、学生が自分の好きな

タイミングで何度でも視聴することができると

いうメリットがある。

②次に、オンライン講座の開催についてだが、

これは「反転授業の研究」 グループ

主催の講座の運営でスタートし、その他、コー

チング講座やコロンビアよりオンラインで講師

が参加する 非暴力コミュニケーション 講

座など、様々な講座の運営に関わった。

講座自体は、事前課題動画を視聴して臨む反

転授業形式のものから、講師が毎回レクチャー

し、ワークショップ形式で進めるものなど様々

であったが、どれも、 やチャットワー

クなど、何らかのラーニングプラットフォーム

を利用して、そのプラットフォーム上に動画の

リンクを貼ったり、受講者同士の交流の場を設

けたり、講師や運営スタッフへの質問ができる

ようなスペースを用意したりした。

脱落者の発生を防ぐために、毎週 で

「雑談ルーム」を開催し、講座の内容以外の話

題で個人的な交流を深めることができるように

したり、ラーニングプラットフォームへの受講

者の投稿に、講師や運営チームがコメントをつ

けて回ったりすることで、脱落者ほぼゼロを達

成できるようになっていった。

を使ったオンラインの授業では、講師

が世界中どこにいても開催が可能であることや、

入院中でも病院から参加が可能であることなど、

たくさんのメリットがあることがわかった。

③また、 年の夏には、東京で開催され

た「未来の先生展」という教育系のイベントで、

「反転授業の研究」 グループの主催

者である田原 真人氏と数人でチームを作り、

反転授業の元祖であるアメリカのジョナサン・

バーグマン氏とコンタクトをとり、会場とアメ

リカのバーグマン氏を でつないで、オン

ラインの参加者も交えてこれからの教育につい

てディスカッションを行った。

会場でも、オンライン側でもグループに別れ

てディスカッションを行い、後で会場のグルー

プからもオンラインのグループからも話し合い

の内容をシェアしあってインタラクティブな交

流ができた。

④その他、授業では、薬学部２年の学生を対

象に、学生には のアプリを事前にダウン

ロードさせておいて、私の友人で薬剤師の女性

を で招き、全員教室でスマホでオンライ

ンで彼女の話をきき、質問する、という機会を

設けた。

これは、 には無料アカウントのプラン

があり、うまく利用することで活動範囲が広が

ることを学生に認識してもらうために行ったも

のである。その折には、一人でログインして録

画しながらスピーチやプレゼンテーションの練
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習をする、などという使い方があることも伝え

ている。

⑤また、授業にオンラインで参加してくれた

友人にお礼するためにオンラインでパステル画

を描くワークショップを行った。これは、パソ

コンに接続した カメラで手元の画用紙を写

し、 で解説しながら描き進んでいくとい

う方法で、普段であればなかなか詳しく見るこ

とができない講師の手元をカメラで大写しにで

きるという利点を強く感じるものだった。

また、後から描き方を見返すことができるよ

うに、友人のパソコンに録画できるように

側で録画許可を与えて、録画してもらっ

た。

⑥そのほかにも、 で録画して作成した

発音の解説動画を にアップロードし、

その を配布して授業中にスマホで全員に視

聴させてノートにまとめさせ、それを参考に教

科書の文章に発音の振り仮名をつけさせる試み

も行った。

発音などは、教室で座っている位置などによ

って教師の手本が聞き取りにくかったり、人に

よって何度で聴き取れるかにも差があるので、

動画で自分のペースで学ぶ意義があると考えて

いる。

の可能性

の機能は、世界中から優秀な学生が集ま

るが全ての授業をオンラインで行うミネルバ大

学で使用されている「アクティブ・ラーニン

グ・フォーラム」という独自のラーニングプラ

ットフォームの持つ機能に非常に近いものであ

る。

ミネルバ大学の「アクティブ・ラーニング・

フォーラム」は、それひとつで事前課題の視聴、

課題提出、授業の録画や出席状況の管理などが

できるようになっている。非常に優秀なシステ

ムではあるが、初期導入に数億円を要するなど、

そのままの導入はハードルが高い。

し か し こ れ は 、 ち ょ う ど と

という先生向けのラーニングプラットフォー

ムを足したような機能を持っており、これらを

組み合わせることで、かなり近いものを作るこ

とが可能であると考える。

を使って様々な活動をしてきてわかっ

たことは、実際に同じ空間にいなくてはならな

い実習などをのぞけば、かなりの授業がオンラ

インで実施可能だということだ。

猛暑の中、暑い教室で朦朧としながら授業を

受けなくとも、安定したインターネット環境と

、タブレット、スマホさえあれば、自宅や外

出先から参加することができる。（これは会議

についても同じことが言える）

大学側は、教室の確保や冷暖房費を節約でき、

講師や学生は移動時間を節約することができる。

また、実験を伴う授業などでも、教師が実験

を行って見せる場合には、手元をよく見るには

カメラで大写しにした録画の方が適している場

合も多くあると考えられる。これであれば失敗

することもない。

これから少子化が進み、大学の縮小が進んで

いく中で、オンラインを実際の講義と組み合わ

せたカリキュラムの検討が、多くの課題に答え

を与えてくれるのではないだろうか。
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